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Abstract 

The purpose of this study was to design an Evaluation Scale of Communication Behavior pro-

duced by performing a sailing sport(ECBS)， and to test the reliability and validity of inventory 

The survey was conducted by using a questionnaire for 192 sailing sports competitors who par-

ticipated in the 62n National Sports Meeting. As the result ofExploratory factor analysis， five factors 

were extracted “企iendlyrelations" (FactoraT)，“Partnership" (FacωraU) ，“Conveyance" (FactoraV)， 

“Coordination" (FactoraW)， "SeIιExpression" (FactoraX). Sufficient reliability ofthe ECBS wasn't 

confirmed by results ofmeasures ofintemaI consistency and split-halfreliability. 

On the other hand， ECBS were reviewed for the differences b巴れ問enthe number of crew mem-

bers and between the saiIing experience. Results of the tト-t匂巴s坑tanalysis showed t白ha瓜tECBS was related 

betw 巳閃ent白h巴 number of crew members to 

“Conv巴ya叩nce".It is necessary to make ECBS with higher reliability and validity. 

1.はじめに

海上では陸上と比較して波や風の影響から芦の

届く範囲、身振り手振りが確認できる範囲が視覚

的聴覚的に制限される O マリンスポーツのコミュ

ニケーション手段は限られており、ヨットレース

などでは音響信号、視覚信号(旗)によるコミュニ

ケ)ションが計られている O またプレイや指導に

入る前にあらかじめプレーヤーと指導者がお互い

に認識できるジェスチャーを確認しておくことが

常である O 多くのマリンスポーツが風や波などの

自然環境を利用するため、状況や場面が刻々と変

化し、テクニックやトレーニング内容には感覚的

な要素が多く含まれる O そのためその場その場の

対処が求められ、文章では表現されにくく、アイ

コンタクトやジェスチャ一、パーパルなコミュニ

ケーションを介して伝達されることが多い。特に

複数で行う種目の場合、環境的な変化を判断し、

それぞれの役割において意志決定を行い、お互い

に相談しながらプレイを実施する O またヨット、

カヌー、シーカヤックなど、たとえ一人でプレイ
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する種目であっても大型の用具が多く、その運搬

やメンテナンス等に複数の他者の援助や協力が不

可欠であり、競技場面に限らずレジャーとして実

施する上でもコミュニケーションスキルの獲得は

重要で、あると考えられる O

マリンスポーッを行う上でのコミュニケーショ

ンスキルの重要性はこれまでに数例、報告がなさ

れている。千足ら 1) は水辺活動によって「得られ

たものjとして自然や天候への関心や知識に加え、

マリンスポーツを通じてのコミュニケーションの

促進、良好な人間関係の構築をあげている O 山

辺・福田 2)は海洋スポーツキャンプ実習の授業評

価として「達成・満足感JI自然JI活動理解」

「コミュニケーションJI指導」の 5因子を抽出し

ている O

室戸青少年自然の家は水にかかわるプログラム

を日本版ウォーターワイズとしてパッケージ化を

行っている O 一連の研究において日本版ウオ)タ

ーワイズプログラムは児童の自己効力感を向上さ

せることへ生きる力を向上させ、海に対するイ

メージを改善させること、また喜びゃ感動、協調

性や杜会性の育成などの教育効果が得られる 4)こ

とがわかっている O さらに教育効果は向社会的行

動、海洋環境・丈化の保全意識、創造力、海への

関心、海洋環境に対する認知の 5因子で構成され

ていると報告がなされている 5) 6)。

上記のことからもマリンスポーツを行うことによ

ってコミュニケーションスキルやコミュニケーシ

ョン行動に変化が見られることは容易に推測され

るO しかし実際にマ 1)ンスポーツを行うことによ

って生じるコミュニケーション行動の内容や効

果、種目による差異などについては検討がなされ

ていないのが実情である O ここでは特にマリンス

ポーツの中でセーリングスポーツに焦点を絞り、

セーリングスポーツを行うことによって生じるコ

ミュニケーション行動を測定する尺度を作成する

こと、及び信頼性と妥当性について検討すること

を目的とする O

2.方法

(1)予備尺度の作成

2007年 7月 10日及び 15日、 16日に沖縄県内

のセーリング愛好者に「セーリングスポーツを行

うことによって生じるコミュニケーション」、「セ

ーリングスポーツが上達するために必要なコミュ

ニケーションj、「セーリングスポーツを行うこと

によって変化した行動や考え方」、「海や自然の魅

力とすばらしさ」について自由回答の質問を設定

し、具体的なセーリングによって生じるコミュニ

ケーション行動について収集を行った。対象者は

セーリング熟練者(1年以上継続的に取り組んで

いる者、経験は 2年から 14年)35名と体験者

(授業を受講した者および入部して 2ヶ月から 3

ヶ月の者)の 35名の計 70名とした。その結果、

全体で 284項目の回答を得た。この結果をもとに

同じ内容のものやコミュニケーションに関係ない

もの、専門的すぎるものを省き、項目をまとめた。

さらにセーリングの専門家(日本セーリング連盟

及び日本ウインドサーフィンアソシエーシヨン)

2名と検討を行い、 38項目に厳選した。

( 2 )本調査

本調査は 2007年 9月 28日から 10月3日の 6

日間、第 62回秋田わかすぎ国体においてセーリ

ング競技20県の代表者に調査を依頼した。各県

の代表者に主旨、内容、方法の説明を行い、夜の

ミーティング時に実施してもらい、大会期間中に

各県ごとに返却してもらう方法をとった (250配

布、 228回収。回収率 91.2%)。不完全な回答の

ものを除き、 192名を分析の対象とした。内容は

「セーリングにおけるコミュニケーションについ

て」と題し、性別、年齢、開始年齢、出場種目、

練習時間と練習頻度、セーリングを開始したきっ

かけと予備調査によって整理された 38項目を用

いた。コミュニケーション行動の程度については

「すごくあてはまるJIややあてはまるJIあまり

あてはまらないJIまったくあてはまらないjの

4段階について回答を求めた。

3.結果及び考察

(1)対象者の属性

対象者の属性を表 Iに示した。性別は男性が

54.69 %とやや多く、年齢は 15歳から 53歳に分

布しており、平均年齢は 22.56歳であった。経験

年数は 1年から 37年に分布しており、平均経験

年数は 8.38年であった。年齢及び経験年数が広

範囲に見られるのは「少年少女」の区分があり、
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表1 属性

区分
2名乗り種目 1名乗り種目 全体

(n=108 56.25%) (n=84 43. 75%) (n=192) 

n 

性別 男性 60 

女性 48 

出場クラス 470 27 

セーリングスピリッツ 81 

ウインドサーフィン

成年シングルハンダー

少年シングルハンダー

経験年数 10年未満 75 

10年以上 33 

mean 

年齢 21. 04 

開始年齢 13.87 

経験年数 7.17 

若年層も対象となったためであると思われる。ま

た2名乗り種目出場者が 56.25%と 1名乗り種目

出場者よりも多く見られた。競技会要項7) によれ

ば、本競技会における 2名乗り種目出場者の割合

は55.87%であり、本データがほぼ全体の構成比

を反映していると考えられる O

( 2 )項目の選択と下位尺度の設定

各項目に「すごくあてはまる」を 4点、「やや

あてはまるJ3点、「あまりあてはまらないJ2点、

「まったくあてはまらないJ1点の得点を与え、

得点化した o 38項目の選択肢の両端に全体の

70 %以上が占める項目は見られなかった O 次に

主成分法 promax回転による探索的因子分析を行

った。その結果、固有値1.0以下の 8因子を抽出

した。そのうち、いずれの因子の負荷量において

も.40以下であった項目と 2つ以上の因子に.35以

上の負荷量を示す項目を除き、同様の因子分析を

繰り返した。最終的に表2に示した 5因子 26項

目が抽出された(表 2)。

(%) n (%) n (%) 

(55.56) 45 (53.57) 105 (54.69) 

(44.44) 39 (46.43) 87 (45. 31) 

(25.00) 27 (14.06) 

(75.00) 81 (42.19) 

27 (32.14) 27 (14.06) 

17 (20.24) 17 (8.85) 

40 (47.62) 40 (20.83) 

(69.44) 47 (55.95) 122 (63.54) 

(30.56) 37 (44.05) 70 (36.46) 

S. D. 

5.66 

3.48 

6.55 

mean s恥 D. mean S. D. 

24.51 8. 79 22.56 7.38 

最小値 15 

最大値 53 

14.57 4.58 14.18 4.00 

最小値 4 

最大値 30 

9.94 7.88 8.38 7.28 

最小{直

最大値 37 

第1因子は「親しくない人にでも話しかけ、気

軽に会話に加わることができる」など会話情報表

現などをもちいて他者と関係を形成する 5項目か

らなり「親和j因子と命名した。第 2因子は「失

敗したら素直に謝ることができる」など互いの関

係を深め、保つ行動から「パートナーシップ」因

子と命名した。第3因子は「熟練者の動作や判断

の仕方をまねすることが多いJIわかりやすい短

い言葉で話すようにしているjなど状況や情報を

伝える手段や方法に関する 5項目からなり「伝達」

と命名した。第4因子は「あらかじめお互いの合

図やサインを決めておくJI用具の準備、片づけ、

出艇や着艇などをみんなで協力して行う」などの

5項目によって構成されており「協調」因子と命

名した。最後に第 5因子は「大きな芦で話をして

いるJI身振り手振り(ジェスチャー)で表現す

ることが多いjなど自分の気持ちゃ意見を示す 5

項目から「自己表現j因子と命名した。

なお本研究では、因子分析の方法として斜交回
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表2 セーリングスポーツにおけるコミュニケーション行動尺度の項目と因子構造

抽出顕子

質問項目 平均 様準
3 4 5 

値 偏差

50)親しくない人にでも話しかけ、気軽に会話に加わることができる 2.69 87 87 06 ー。 15 .05 。。 .70 

45)親しくない人にでも話しかけ、いろいろな情報を得ることができる 2.71 88 .82 .03 ω.06 .04 18 .58 

46)鮪潔かつ的確に自分の気持ちを表現している 2.81 .72 .49 03 .32 01 .08 49 

58)自分の考えをうまく相手に伝えることができる 2.75 .79 49 .14 27 03 ー.01 48 

38)自分の気持ちゃイメージを言葉にしてうまく表現している 2.63 75 43 一.04 34 。04 01 .40 
パ}トナーシップ

24)失敗したら素直に謝ることができる 3.04 .80 -.05 。75 08 .00 房副 09 .56 

27)失敗した仲簡やパートナーを許すことができる 3.26 台71 12 。70 ーョ29 .10 .08 44 

17)人の意見や考えを素直に潟くことができる 3.14 69 .26 67 06 07 一 14 .47 

19)仲間やパートナーとお瓦いに助け合う 3.36 .73 15 57 .01 .19 11 55 

43)自分と異なる性絡や考え方を受け入れることができる 3.02 。76 33 53 .07 15 -.02 .48 

40)仕草や表情から、根守三の窓E耳や気持ちを理解することができる 3.02 .76 .22 44 .15 司 .14 .10 41 

伝途

21)熟練者の動作や判断の仕方をまねすることが多い 2.97 86 01 .22 88 ー.14 -.01 64 

37)わかりやすい短い言葉で話すようにしている 2.72 81 28 -.19 61 .14 02 55 

23)ルールを王理解するために話し合う 3.03 .75 01 .16 54 。17 13 .43 

30)マニュアル通りにいかないことが多く臨機応変に対応している 2.98 76 04 03 44 一.08 .23 .35 

26)言葉で説明するより実際にやって見せる方カ効力果的である 3.34 72 -.20 08 42 ー11 .23 .27 

協調

14)あらかじめお]王いの合関やサインを決めておく 2.38 89 21 22 .09 .07 63 

12)用具の準備、 J¥-づけ、出艇や着艇などをみんなで協力して行う 3.33 83 。。 30 時 .17 69 04 58 

15)動作のスピードやタイミングを仲間やパートナーと合わせるように 3.19 88 15 05 .19 68 04 56 
している

22)アイコンタクトやパートナーの目線の動きをよく見る 2.55 96 28 ー 19 同 .04 59 .23 50 

13)技術や用具、海の状況についての情報や知識を共有する 3.34 .70 20 .15 33 .48 -.32 .44 

自己表現

34)大きな声で話をしている 2.91 自7 14 03 07 .10 65 

33)身採り手振り(ジェスチャー)で表現することが多い 2.79 83 07 15 。。 一.09 70 .48 

25)はっきりと自分の意志や考えを伝えるようにしている 3.19 69 。I .18 .22 。02 .46 46 

28)仲間意識やきずなが生まれている 3.33 .71 01 .31 一.10 .10 43 .36 

41)仲間や自分の安全を篠認している 3.46 65 09 .27 。21 13 42 40 

F1 F2 F3 F4 F5 

F1 

F2 .43業本

F3 .49*本 43** 
F4 28*本 26** 32** 
F5 38*本 44場* 。48本本 23** 

**pく.01

表3 セーリングスポーツにおけるコミュニケーション行動尺度の信頼性

下位因子 a係数 折半法

Fl 貌和 .78 .83 

F2 パートナーシップ .74 .76 

F3 伝達 .64 .65 

F4 協調 .66 .63 

F5 自己表現 .67 .54 

( 3 )信頼性の検討転を用いたので、表2に因子聞の相関係数をあわ

せて記した。因子聞の相関は 49~.23 聞での値を

示し、すべての因子聞に 1%水準の正の相関が見

られた。セーリングのコミュニケーション行動各

面が相互に依存していることの反映であると考え

られる O

作成されたセーリングにおけるコミュニケーシ

ョン行動尺度における内的整合性、信頼性を調べ

るために、 Cronbachのα係数を算出した。表 3

に示すように.78~.64 までの値を示した。また折

半法による信頼性係数を算出し、スピアマン・ブ
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表4 乗員数の遣いによる行動得点の平均値及び t検定結果

下位因子
2名乗り種目 (n=108)

平均値 標準備蓑

F1 親 和 2. 74 
F2 パートナーシップ 3.13 
F3 伝 遼 3.05 
F4 協 調 3.11 
F5 自己表現 3.12 

ラウンの公式に基づいて値を求めたところ.83

~.54 であった。 0.7 を基準とすれば「伝達J I協
調JI自己表現」については値が低く、ある程度

の信頼性はあるものの、全体としては信頼性が低

いと考えられる O

(4 )妥当性の検討

1)乗員数による検討

まず構成概念妥当性について乗員数に焦点を当

てて検討した。セーリング種目はフリート(艇団)

やチームなどの集団で活動を行ってはいるが、海

上で練習を行う場合は艇ごとの限られた空間に分

割されるため、乗員数によってコミュニケーショ

ン行動が異なるのではないかと考えた。国民体育

大会における出場艇は乗員数が2名乗り種目と l

名乗り種目に分割される O 国内に普及しているデ

インギー(小型ヨット)の乗員数もこの 2種類が

中心である O 複数でセーリングを行う者(n 

=108、56.25%)と単独で行う者(n =84、

43.75 %)の両群のコミュニケーション行動量の

度合い(行動得点)を比較した。その結果、表4

に示すように平均値は 2名乗り種目群の「親和j

「伝達JI協調j因子が l人乗り種目群よりも得点

が高い。特に「協調行動」において 2名乗り種目

群は有意に得点が高かった (t= 4.66 p<.OOl) 0 複

数名でセーリングを行う場合、合図を決めたり、

(0.59) 
(0.48) 
(0. 47) 
(0.47) 
(0. 47) 

1名乗り種包(n=84)

平均値 標準偏差

2.69 (0‘58) 
3.15 (0.50) 
2.96 (0.53) 
2. 75 (0. 61) 
3. 16 (0.52) 

t値

0.59 
-0.30 
1.22 
4.66 *** 

札 57

***Pく.001

タイミングを計ったり、お互いが協力して行う行

動が多く見られる O また逆に「自己表現行動jは

I名乗り種目の得点が高いのも特徴的である。し

かしながら構成概念妥当性は低く、尺度構成を見

直す必要がある O また 1名乗り種目、 2名乗り種

目だけでなく多人数でセーリングを行う種目も検

討すべきである。

2)セーリング経験年数による検討

次にセーリング経験年数に焦点を当て妥当性を

検討した。セーリングをすることによってコミュ

ニケーション行動が促進されるのであればセーリ

ング経験が増せば、コミュニケーション行動も増

す可能性が高いと考えられる。セーリング経験年

数についてであるが国民体育大会出場者に調査を

実施したため、全体の平均経験年数が 8.38年と

高く、全体的に熟練者が対象となった。そこでセ

ーリング経験 10年未満 (n=122、対象者の

63.54 %)とセーリング経験 10年以上 (n=70、対

象者の 36.46%)の 2群に分割し、両群のコミュ

ニケーション行動得点を比較した。その結果、表

5に示すように 10年以上経験群の「親和JI伝達」
「自己表現」は 10年未満経験群よりも平均得点が

高い。特に「伝達jにおいては 10年以上経験群

の得点が有意に高かった (t=圃3.77p<.OOl) 0 セ

ーリング経験が増すと技術や考えを伝達する行動

表5 経験年数の遣いによる行動得点の平均値及び t検定結果

下佼因子
1 0年未満(n=122) 1 0年以上(n=70)

t値

F1 親 和 2.69 (0.62) 2. 78 (0.52) -1. 05 
F2 パートナーシップ 3.15 (0.46) 3.12 (0.53) 0.36 
F3 {云 達 2.92 (0.48) 3.17 (0.49) -3.37本**

F4 協 認 2.98 (0.57) 2.92 (0.54) 0.65 
F5 自己表現 3.11 (0.50) 3. 18 (0.48) -0.99 

***Pく姐 001
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は増加すると言える Oただ構成概念妥当性は低く、

尺度構成を見直す必要がある O また今回の調査で

は、経験年数が全体的に高く、両群をセーリング

に関する専門集団ともとらえることができる。国

体に出場する技術レベルを持つ専門集団において

も、経験年数によって「伝達」行動に差異が見ら

れることから、セーリング経験が増加する過程に

おけるコミュニケーション行動の変化についても

調査し、検討すべきである o 方で、セーリング

経験に着目し、数時間や数日間など経験する期聞

が短い一過性のセーリング体験におけるコミュニ

ケーション行動の変化についても調査を行い、経

験及ぴ継続性における差異を検討に加えるべきで

ある O

これらのことから尺度構成を見直し、対象者を

ある程度限定することでセーリング体験の教育効

果やプログラム評価を測定することに活用できる

のはもちろんであるが、セーリング経験及び継続

性がコミュニケーションスキルの獲得に及ぼす効

果や影響についても測定できる尺度が得られると

考えられる O

4. まとめ

本研究ではセーリングを行うことによって生じ

るコミュニケーション行動を評価する尺度を作成

することを目的とした。 26項目からなる「親和j

「パートナーシップJI伝達JI協調JI自己表現j

の5つの因子を抽出した。信頼性、妥当性の検討

を行った結果、ある程度の信頼性は確認されたが、

乗員数とセーリング経験年数の観点から、全体と

しての妥当性は得られなかった O ただ乗員数と

「協調」、セーリング経験年数と「伝達Jの行動に

は関連性が見られ、セーリングスポーツにおける

コミュニケーション行動の特徴と言える。

今後の課題として今回得られた結果をもとに再

度、セーリングスポーツにおけるコミュニケーシ

ヨン行動尺度の見直しを行い、より信頼性および

妥当性の高いものを作成する必要がある O また今

回の調査では継続的にセーリングスポーツを愛好

している者を対象に行ったが、経験及び継続性に

よる差異を検討するため、セーリングスポーツを

継続的に愛好していない対象者に対する調査も検

討に値する O すなわち一過性のセーリングスボー

ツ体験を通じて変化するコミュニケーション行動

についても検討に加えることから、セーリング経

験及び継続性がコミュニケーションスキルの獲得

に及ぼす効果や影響についても測定できると考え

られる O
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